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FIAFハノイ会議報告
AReport　on　the　60th　FIAF　Congress　in　Hanoi

東南アジア太平洋地域の映画保存運動
　　　その新たな展開
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　第60回国際フィルム・アーカイブ連盟（F｜AF）

会議は、ベトナムのハノイで、4月19日（月）か

ら24日（土）まで開催された。本稿は、今会議

の概要をシンポジウムを中心に報告し、特に

重要と思われる議論を紹介するものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（HO）

初の共同開催一“No　Time，　No　Money”

　第60回となった本年のFIAF会議は、第8回

SEAPAVAA（東南アジア太平洋地域視聴覚

アーカイブ連合1）年次会議との共同開催とな

った。FIAF会議史上初の他団体との共催で

あり、開催地とその周辺国のアーカイブが抱え

る映画保存をめぐってのさまざまな、そして深

刻な問題を「ノータイム、ノーマネー一映像保

存の緊急性」というシンポジウム・テーマに託し

ての開催である。

　東南アジア太平洋地域といえば、伸張著し

いとはいえ未だ経済的には豊かとは言いがた

く、一方で映画製作は盛んであり、しかも気候

が高温多湿であるという、映画保存にとっては

困難な条件がすべてそろってしまう国々が少な

くない。充分なアーカイブの施設もなく、多くの

フィルムは放置され散逸し、眼前に残ったフィ

ルムは複製の予算もなく日に日に劣化している

一
主催者がシンポジウム・テーマを「時間も

お金もなく」としたのも首肯できるところではある

（むろん、ラテン・アメリカ諸国もアフリカ諸国も

状況にそれほどの違いがあるわけではない

が）。そうした地域の関係者にとって希望となっ

ているのはオーストラリアが主導し援助を惜し

まないSEAPAVAAであり、それが関係を深め

ているユネスコとその傘下にあるCCAAA

（Coordinating　Council　of　the　AV　Archives

Association、視聴覚資料館連合連絡協議

会2）だが、どれをとっても充分とは言いがたい

というのが実態である。

発見と返還

　ホストとなったベトナム映画協会（英語名

Vietnam　Film　Institute、以下、略称VFI）は

もちろん、フィリピン、タイ、ラオス、マレーシ

ア、インドネシアといった参加国のアーカイブ

の報告発表は、それが国家的取り組みであろ

うと草の根的努力であろうとみなきわめて真摯

なものであるが、残念ながら映画の保存事業

としてどこもあまりにも不十分ではあることを明

かすものとなってしまう。こうした現実を、会議

テーマをもじって「安価な解決法はないし、白

紙の小切手もないし“No　Cheap　Solutions，

No　Blank　Cheques”」と表現する向きさえあっ

た。そんな中でいくつかの朗報あるいは注目す

べき情報を挙げてみると一

（1）1998年、二国間政府協定に基づいて、

1，192巻（523本）のラオス映画がベトナムから

ラオスへ返還された。ラオスは本年4月、ベト

ナムの協力も受けて、フィルム保存庫の建設に

着手した。なお、ラオス国立フィルム・アーカイ

ブ＆ビデオ・センター（LNFAVC）3の総職員

数は4部門で20名。

（2）スウェーデン映画協会（SFI）は、1995年以

来、フィルム洗浄機材の提供をはじめ、VFIを

支援しベトナム映画の保存に協力してきた。

1998年には300巻以上のベトナム関連記録映

画を寄付、また、もっとも新しい成果としては、
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所蔵映画フィルムの規模 約20，000本（80，000巻以上、2，200万メートル）

保存庫 ハノイとホーチミンの両市に所在

保管環境 室温10℃～12℃、湿度40～45％
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　映画保存には不利な熱帯の地にあって、しかし、VFIが考案し実践している方法論は、3つの点で世，

界白勺に見てもユニークであり大clに注目すべきものであった。それは、共にビネガー・シンドローム対

策を主眼とす孔ので・ω縫の頗勧オ1臓土を恥て（離フ・些やコダ・クの膿畢

は別に）舗で「ゼオライ陸・キ・ラーウーブ」αMS時開禁紅て・・ルム晒醐ス麟

や湿度低下に役立てていること、（2）コアを抜いて尭全な帯状に解いたフィルムを通気性に富んだバ囁，

スケ・グト：の中に入れ、その籠を複数、大きな箱状の

吸引装置に装填し、丸2日間酢酸ガスを吸引し続け

てL・ること、であるぷ者は豊富な特産資源を利用

した賢明な方法だし、後者の7見素朴とも原始的と

も見えるやり方も、温湿度を高精度で低く一定に保

つことに経済的技術的な困難を伴うベトナムでこ

そ、相当な効果を上げ、近隣諸国の範ともなってい

るように思われた。保存のための機材は旧ソ連製の

古色蒼然たるものも少なくないが、一方にはこうした

工夫があることを、責任者N・H・チー博士が大いに

胸を張って説明していたのが感動的であった。（HO） 酢酸フユームの吸引装置．
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「オレンジ・ベル・エコー（The　Orange　Bell

Echo）」（カラーネガはオルヴォのNC3）という

1980年代のベトナム製カラー映画の復元に協

力した。シンポジウムでは、復元に使われたさ

まざまなテスト・ピースが比較上映された。

（3）60年以上にわたって失われていたフィリピ

ン映画「サンボアンガ（Zamboanga）」（1936

年撮影）が、米議会図書館映画放送録音物

部に35mmプリントで残っていることが分かり里

帰りを果たした（米国公開は1938年）。フィリピ

ンのスタジオ・システム最初期の作品であり、

現存するフィリピン製長篇劇映画としてはこれ

が最古のものとなった。ヘラルド・デ・レオンの

「蛇魔（Sanda　Wong）」（1956年、フィリピン＝

香港合作）が、香港フィルム・アーカイブで所

蔵確認された4ほか、フランスやタイ、マレーシ

ア等でもフィリピン映画、フィリピン人監督の作

品が見つかっている。5

国際協調一“Never　Throw　The　Film　Away”

　シンポジウムは、SEAPAVAA側が苦境と問

題点を訴え、FLAF側が解決策を教示するとい

う構図になることも少なくなかった。結論的に、

　　　　　リパトリエ　ション
製作国への返還事業やリール・エマージェン

シー・プロジェクト6、国を超えたアーキビスト養

成や教育、危機に瀕している映像音響文化財

の索引作成（FIAF、　SEAPAVAA、　IASA共

同）、所蔵作品情報の公開とその国際的な共

有、海外ボランティアを行なうアーキビストの募

集などを、今以上に推進・強化することが両団

体間で確認された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　カイピング
　「時間もお金もない」という状況で、映画保存

を効率的に行なうための可能な限り簡易なカタ

ロギング／インベントリー・コントロールが提案

されたり、ユネスコの「メモリー・オブ・ザ・ワー

ルド（MOW）」7に登録する可能性についての

説明があったりする中で、本格的なデジタル

時代の到来を迎えてFIRSTプロジェクト8を立

ちヒげたEUからの専門家を代表して、ポール・

リードが「どんなことがあってもフィルムを捨て

ないこと」をあらためて強調していたのが、他

のなによりも印象的であった。塁

　　　　　　　（フィルムセンター主任研究官）

注

1ここに記載した団体名の1－1本語（「協会」「連合」「ナショナ

　ル」等）は、（どこまでを片仮名にすべきか、漢語に訳すべ

　きか等を含めて）必ずしも適訳であることを保障しません。

2CCAAAに参加しているのは、　FIAF、　SEAPAVAAのほか、

　FL鯛「（テレビ）、　IASA（ff響）、AMIA（映像［1固入単位］）、

　IFLA／AVMS（図書／映像部門）、　ICA（公又書／映像

　部門）。

3ラオスの映画保存については、本誌第55号（5頁）もご参照

　ください。

4宇田川軒羊氏が、第2411］1香港国際映1而祭（2000年）報

　告で、すでに本作について触れている。

5こうした調査にはニック・ディオカンポ（モーウェルファンド・フィ

　ルム・インスティテユート主宰）の果たした貢献が大きい。

6詳細は本誌第541卦ピック欄をご参照ください。

7貴噴な史料遺産などを保護するためにユネスコが推進す

　る国際的な登録制度で、映画では、「メトロポリス」（ドイツ、

　1927年公開、2001年登録）と「忘れられた人々」（メキシコ、

　1950年公開、2003年）のみが登録されている。リュミエール

　兄弟のフィルム群がフランスから登録される可能性もある。

8Fi㎞Restora廿on＆Conserva6011　Strategiesの略。ヨー

　ロッパ・シネマテーク協会（ACE）及びベルギー1三立シネ

　マテークの提案から生まれたEU共同の映像保存に関する

　新たな調査・研究プ．ロジェクトの・つで、デジタル時代に

　映画映像遺産の保存、復元、利川について勧告を出して

　いくことをll的にしている。最初の報告書は2003年春に出

　された。

9ホーチミン市に支部が置かれている。

10VFI発行のAn　Introduction　to　the　Vietnam　Film

　Ins直tuteという小lll仔（2003年ハノイ発行、全28頁、ベトナ

　ム㍗英語）。

11首相官房令343／CPにより1979年9月22日に「Vietnam

　Film　Archives」の名で創設の後、1995年8月2411、文化

　情報大臣令2808／TC－QDにより「Vietnam　Film
　Institute　and　Archives」と改名された。なお、後者はVFI

　の正式名称と定義されている。

12関連ペーパーに、］［he　Use　of　Zeolite　Molecular　Sieves

　（ZMS）for　the　Preven60n　of　the“Vinegar　Syndrome”

　がある。著者はNguen　Huu　Phu，　Vu　Anh　Tuan
　（Institute　of　Chelnistry，　Vietnam　Academy　of　Science

　and　Technology），　Bui　Van　Hoa（Vietnam　Film
　Institute）。

総会決議事項、その他のトピック

◆福岡市総合図書館映像アーカイブが、準会員となったことが正式に発表された。

◆フランス国立映画センター（CNC）フィルム・アーカイブ代表のポリス・トドロヴィッチから、ベトナム政

　府に対して、リュミエール兄弟商会が製作した19世紀末のベトナムを撮影したフィルムを含む古く珍

　しいベトナム関連映像が寄贈された。

◆FIAFとSEAPAVAAが、対等の関係でそれぞれの映画映像保存に関する情報、知識、技術等を共有

　しあい、協力しあうことを明文化した宣言「メモリー・オブ・アンダースタンディング（MOU）」が発表さ

　れたが、会長署名によるFIAF側批准にはいたらなかった。メモランダムの発表者は米議会図書館

　映画放送録音物部次長のバトリック・ロックニー。

◆アジア諸国のアーカイブやその職員の親睦組織としてFAFA（Forum　of　Asian　Film　Archivesの略。読み

　は“ファーファ”）が結成された。すでに作られていたAAFAは、実際上、何の活動も行なわれないま

　まであったため、これを解散し、新たにより緩やかな議論の場、交流の機会として結成された。

◆オルヴォ（ORWO）ブランドを買収したドイツ企業が、今後のフィルムストックの生産に積極的な意思を

　見せた。彼らは、（1）フィルム・アーカイブや映画博物館は今後もデュープやインターメディエート素

　材を含む生フィルムを必要とする。それは特にヨーロッパでは無視できない市場として残る、（2）デ

　ジタル・レコードの保存先媒体としてフィルムには有効性がある、という二つの点でフィルム生産に

　将来性を見ている。

◆2004年度FIAF賞はジェラルディン・チャップリンに送られることが発表された（贈賞の時機について

　は調整中）。

◆会期中、会議を記念して世界のFIAFアーカイブが提供した10作品の上映が行われた。

東京国立近代美術館フィルムセンターは、国際フィ

ルム・アーカイブ連盟（FIAF）の正会員です。
FIAFは文化遺産として、また、歴史資料としての映

画フィルムを、破壊・散逸から救済し保存しようとす

る世界の諸機関を結びっけている国際団体です。

National　Film　Celller（NFC）of　The　National　Mu．

seum　ofModern　Art，　Tbkyo　is　a　fuU　member　ofthe

International　Federanon　of　Film　Archives（FIAF）．

The　Federation　brings　together　institutions　dedi－

c飢ed【o【he　rescue　and　preservaUon　of　mms，　both

as　elements　oEcultural　heritage　and　as　historical

dOCUments．
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